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　ウルシ（Toxicodendron vernicifluum （Stokes） F. A. Barkley ウルシ科）は，植物学的には中国原
産の植物で日本列島には自生していない［山崎 , 1989；Iwatsuki, 1999］。しかし漆液は，古代以降，国
家や権力者によって多量に使用され，租税として徴収されたため，全国各地でクリとともに植栽さ
れていたことが分かっている［堀田ほか，1989；網野，1997，2000］。一方，縄文時代においては，草




なっている［Noshiro and Suzuki, 2004；吉川，2006；四柳，2006；Noshiro et al., 2007；岡村，2010；鈴
木ほか，2012，2014］。縄文時代には，前期以降，クリを中心として集落周辺の森林資源を管理して活
















こでは杭約 1100 本のうち 490 本の樹種を同定した結果，クリと同様に杭列の中心部分を構成する樹
種として用いられていた［能城ほか，2006］。さらに，この杭の中には漆液を採取した痕跡と考えら
れる傷をもつウルシの杭も多数見いだされ［下宅部遺跡調査団，2006a］，その年代は後期の中でも，















北川の北岸に位置する（図 1）。ウルシの木材は，縄文時代中期中葉～後葉の第 2 号クルミ塚と，後
期前葉の第 7 号水場遺構，後期前葉～中葉の KA1–5 杭列，同時期の第 3 号水場遺構，晩期前葉～
中葉の第 10 号水場遺構，同時期の第 1 号木道で出土した（図 1）。出土点数は，第 2 号クルミ塚の
自然木が 1 点，第 7 号水場遺構の杭が 3 点，KA1–5 杭列の杭が 68 点，第 3 号水場遺構の自然木が
4 点，第 10 号水場遺構の杭が 13 点，第 11 号水場遺構の杭が 1 点，第 1 号木道の構成材が 2 点で，










KA1–5 杭列の杭が 65 点，後期前葉～中葉の杭が 8 点，晩期中葉の 10 号水場遺構の杭 9 点，木道 1





陽樹で多数出土したクサギ・ヌルデ，その他広葉樹の 4 群に分けて分析した。内訳は，ウルシが 64




ver.5.55（Red Rock Software, USA）を用いて，原点通過の条件で描いた。
　現生のウルシの木材は分根による苗を植栽した 9 個体と萌芽によって再生した 1 個体を対象とし














　ウルシの成長輪数は 4～12 ほどのものが多く，最少が 3 年生，最高が 22 年生であった（図 3）。木
取りとの関係をみると，成長輪数が 8 までは丸木が多いが，それ以上の樹齢の個体は半割材やみか
ん割りに木取りをしたものが多くなる。傷の有無との関係でみると，傷がある個体は成長輪数が 10
前後に明瞭なピークが認められ，最少が 3 年生の丸木，最高は 17 年生の丸木であった。傷がない個
体では成長輪数 8 前後にピークがあり，成長輪数 10 以上の個体は 1 点をのぞいて割っており，最少
が 3 年生の丸木，最高は 22 年生の半割であった。平均では両者の成長輪数には明瞭な違いは無く，
傷有りが 8.4 年，傷無しが 9.1 年であった。
　直径は 2～12 cm に渡り，4～6 cm の個体が多い（図 3）。木取りとの関係をみると，直径 4 cm 以
下は丸木が多く，それ以上は割った個体が多くなる。傷の有無と比較すると，傷のある個体の直径





標本番号 樹高（m） 胸高直径（cm） 年輪数 再生 産地 標高（m）
TWTw–25505 7.5 17.0×15.0 15 植栽 茨城県常陸大宮市盛金 110
TWTw–25506 5.5  12.0×12.5 17 植栽 茨城県常陸大宮市盛金 110
TWTw–25507 5.5  10.0×9.5 18 植栽 茨城県常陸大宮市盛金 110
TWTw–25508 4.4  4.0×3.0 8 萌芽 茨城県常陸大宮市盛金 110
歴博1 —  16.0×16.0 14 植栽 茨城県常陸大宮市盛金 110
歴博2 —  12.5×12.5 14 植栽 茨城県常陸大宮市盛金 110
TWTw–21881 >6.0 21.0 17 植栽 岐阜県飛騨市宮川町 360
TWTw–335 13.0 22.0 38 植栽 岩手県二戸郡浄法寺町 230











で直径が 10 cmに達する成長の早い個体から，15 年以上でも 5 cmにも達しない成長の遅い個体ま
で様々な個体が含まれており，平均的には 20 年で直径 15 cmをやや下回るくらいの成長をしてい





様の 20 年で直径 15 cmをやや下回るくらいの成長をしていた。クサギ・ヌルデもクリやウルシと
ほぼ同様で，様々な成長速度の個体を含んでおり，平均的には 20 年で直径 15 cmをやや下回る成
長をしていた。これに対し，その他の広葉樹は以上の 4樹種に比べて成長の速度が 3分の 2ほどと
遅く，平均的には 20 年で直径 10 cm前後であった。ただし，その他の広葉樹にも，クリのもっと
も成長の早い個体と同じ位の直径成長をする個体から，30 年でも直径 5 cmに満たない個体まであ
り，多様な成長パターンをもつ個体を含んでいた。
　下宅部遺跡の出土材と比べて，現生のウルシの木材はほぼ成長の傾向が揃っていて早く，10 年で





























で，樹齢 10 年で直径 15 cmのところで成長速度が遅くなっているのは，こうした樹冠の成長の阻
害によると思われる（図 4）。萌芽した枝の成長が 4年目以降に遅くなっているのも同様の理由によ







るよりも密に生えており，樹齢 10 年で直径 6～8 cmになったところを目途に漆液を採取して伐採
され，木材は水辺の土木材などに利用されていた。一方で樹齢が 10 cm以上となる個体も少数は残


































確認されており，クリとコナラ属クヌギ節は杭として使う際には直径 10 cm 以下は丸木で，10 cm






























直径が 15 cm をやや下回るくらいの早い成長をしており，その他の広葉樹は多様な個体を含んでい

















跡の例とはやや異なっている。青田遺跡では，クリは平均すると 31 年で直径が 26 cm に達し，年
平均 0.84 cm の成長をしていた［木村ほか，2004］。コナラ属コナラ節とクヌギ節はクリに比べて成
長が遅く，コナラ節は平均すると 66 年で直径 18 cm となり年平均 0.20 cm，クヌギ節は 54 年で直
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（2013 年 7 月 30 日受付，2013 年 11 月 15 日審査終了）
203
We clarified the management of Castanea crenata and Toxicodenron vernicifluum resources at the 
Shimo-yakebe site, Tokyo, from excavated wood remains. At this site, an analysis of diameter and growth 
rings of these species indicated, differing from the present management, an existence of heterogenous 
forests consisting of trees with diverse size and age. In this paper, to clarify the forest management 
during the Jomon period, growth trends in both species were compared with those of extant trees. In 
both species, trees less than 6–8 cm in diameter and 8 years in age were mainly used entirely, but logs 
of larger trees were also used as split timber for various uses. Trees of the other taxa were either used 
entirely or as split wood depending on the taxa. Among Toxicodenron vernicifluum trees, no correlation 
existed between the existence of scars left by putative lacquer collection on the stem surface and their 
use. Toxicodenron vernicifluum trees at the Shimo-yakabe site grew as fast as Castanea crenata trees, 
but more slowly than extant trees that are planted with ample space in between to allow fast growth till 
the collection of lacquer in 10 to 15 years. Trees of Toxicodenron vernicifluum and Castanea crenata at 
the Shimo-yakabe site grew more slowly than Castanea crenata trees used for pillars at the Aota site, 
Niigata, but as fast as the present secondary growth of Castanea crenata trees from stem sprouts in 
Aomori. A growth analysis at the Shimo-yakabe site revealed that these Toxicodenron vernicifluum and 
Castanea crenata forests were surrounded by a more slowly growing, secondary forest and a slowest 
growing, virgin forest.
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